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世
界

中
で

デ
ジ

タ
ル

ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進
が

声
高

に
叫

ば
れ

て
い

ま
す

。
デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
で

大
き

く
遅

れ
て

い
る

日
本

で
も

よ
う

や
く

政
府

主
導

で
そ

の
推

進
が

計
画

さ
れ

、
今

後
ス

ピ
ー

ド
感

を
も

っ
て

推
進

さ
れ

る
こ

と
が

予
測

さ
れ

て
い

ま
す

。
⼀

⽅
で

デ
ジ

タ
ル

ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メ

ー
シ

ョ
ン

で
世

界
に

お
け

る
位

置
づ

け
を

高
め

ら
れ

る
可

能
性

の
あ

る
臺

灣
で

は
、

そ
の

機
動

⼒
や

国
内

外
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
か

し
て

日
本

よ
り

も
む

し
ろ

先
⾏

し
て

い
る

分
野

が
存

在
し

て
い

ま
す

。
共

通
性

の
高

い
市

⺠
意

識
や

従
来

か
ら

の
深

い
交

流
は

も
と

よ
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リ
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ア
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ま
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⽇
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︓

主
催

︓
台

湾
経

済
部

技
術

処
・

財
団

法
⼈

資
訊

⼯
業

策
進

会
）

セ
ミ

ナ
ー

プ
ロ

グ
ラ

ム
・

登
壇

者
に

つ
い

て
時

間
内

容
登

壇
者

12
:5

0
開

場

13
:0

0-
13

:1
0

開
会

挨
拶

、プ
ロ

グ
ラ

ム
案

内
財

團
法

⼈
資

訊
⼯

業
策

進
會

13
:1

0-
13

:4
0

IT
領

域
に

お
け

る
台

湾
政

府
の

政
策

紹
介

台
湾

の
IT

領
域

に
お

け
る

先
進

的
な

取
り組

み
例

紹
介

財
團

法
⼈

資
訊

⼯
業

策
進

會

13
:4

0-
14

:2
0

これ
ま

で
の

台
日

連
携

の
成

功
事

例
紹

介
デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フォ

ー
メ

ー
シ

ョン
で

今
後

想
定

さ
れ

る
台

日
連

携
の

形
台

湾
経

済
部

技
術

処
沖

縄
D

X
14

:2
0-

14
:3

0
コー

ヒー
ブ

レ
イ

ク

14
:3

0-
15

:1
5

デ
ジ

タ
ル

ト
ラ

ン
ス

フォ
ー

メ
ー

シ
ョン

で
先

陣
を

き
る

台
湾

企
業

の
取

り組
み

N
U

W
A 

Ro
bo

tic
s

O
SE

N
SE

VB
IP

ほ
か

15
:1

5-
15

:3
5

台
湾

投
資

環
境

、人
材

環
境

財
團

法
⼈

資
訊

⼯
業

策
進

會

15
:3

5-
16

:0
0

Q
&

A 
/ 

台
日

参
加

者
の

交
流

16
:0

0-
16

:1
0

相
談

先
ご

案
内

、閉
会

挨
拶
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沖
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w
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北
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開
催

⽇
︓

20
20

年
12

月
3⽇

・
主

催
︓

主
催

︓
台

湾
経

済
部

技
術

処
・

財
団

法
⼈

資
訊

⼯
業

策
進

会
）

会
場

に
つ

い
て

（
本

会
場

の
特

徴
）

・
IT

企
業

が
集

積
す

る
場

所
に

位
置

し
、

混
雑

も
な

い
広

い
空

間
で

の
セ

ミ
ナ

ー
開

催
が

可
能

で
す

。
コ

ロ
ナ

禍
の

な
か

で
も

比
較

的
し

っ
か

り
と

し
た

コ
ロ

ナ
禍

対
策

を
施

し
た

会
場

で
す

。
(・

⾏
政

管
理

ゆ
え

に
コ

ロ
ナ

対
策

も
し

っ
か

り
し

て
い

ま
す

。
)

・
沖

縄
県

が
IT

分
野

の
ア

ジ
ア

連
携

拠
点

と
位

置
付

け
て

い
る

場
所

で
す

の
で

、
開

催
場

所
と

し
て

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

性
も

高
い

場
所

で
す

。
・

⼗
分

な
駐

⾞
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り

ま
す

。

沖
縄

IT
津

梁
パ

ー
ク

は
、

沖
縄

県
が

国
内

外
の

情
報

通
信

関
連

産
業

の
⼀

大
拠

点
と

な
る

た
め

の
ビ

ッ
ク

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
す

。
「

津
梁

」
と

は
、

ア
ジ

ア
と

の
架

け
橋

を
意

味
し

て
い

ま
す

。
沖

縄
県

に
お

け
る

情
報

通
信

産
業

振
興

の
推

進
拠

点
と

し
て

、
•我

が
国

に
お

け
る

情
報

通
信

産
業

活
性

化
と

国
際

競
争

⼒
向

上
へ

の
寄

与
•沖

縄
県

に
お

け
る

雇
⽤

創
出

の
先

導
•日

本
と

ア
ジ

ア
を

結
ぶ

IT
ブ

リ
ッ

ジ
(I

T津
梁

）
の

役
割

を
果

た
す

•I
T産

業
の

テ
ス

ト
ベ

ッ
ド

を
提

供
す

る
•日

本
と

ア
ジ

ア
に

必
要

な
高

度
な

IT
人

材
の

創
出

集
積

を
担

う
•優

れ
た

リ
ゾ

ー
ト

&I
T就

業
環

境
を

提
供

す
る



⽶
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東

京
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縄
w
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北
（

開
催

⽇
︓

20
20

年
11

月
24

⽇
(東

京
)/

12
月

3⽇
(沖

縄
)・

主
催

︓
主

催
︓

台
湾

経
済

部
技

術
処

・
財

団
法

⼈
資

訊
⼯

業
策

進
会

）

財
團

法
人

資
訊

工
業

策
進

會
に

つ
い

て
財

団
法

人
資

訊
工

業
策

進
会

（
In

st
itu

te
 fo

r 
In

fo
rm

at
io

n 
In

du
st

ry
, 略

称
︓

II
I）

は
19

79
年

7月
24

日
、

⺠
間

、
政

府
が

共
同

で
創

設
し

た
法

人
組

織
（

NP
O

︓
No

np
ro

fit
 O

rg
an

iz
at

io
n）

で
あ

り
、

「
情

報
技

術
有

効
利

⽤
の

推
進

、
国

家
全

体
の

競
争

⼒
向

上
、

情
報

産
業

発
展

環
境

及
び

条
件

の
充

実
、

情
報

産
業

競
争

⼒
の

増
強

」
を

使
命

と
し

て
い

ま
す

。
近

年
は

台
湾

に
お

け
る

デ
ジ

タ
ル

経
済

の
発

展
を

リ
ー

ド
す

る
た

め
、

「
デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
（

DX
）

」
の

補
佐

役
（

D
ig

ita
l T

ra
ns

fo
rm

at
io

n 
En

ab
le

r）
」

を
新

し
い

価
値

と
し

て
位

置
づ

け
て

い
ま

す
。

シ
ン

ク
タ

ン
ク

、
人

材
育

成
、

研
究

開
発

及
び

実
⾏

⼒
な

ど
を

積
極

的
に

統
合

し
、

産
業

ニ
ー

ズ
に

合
致

す
る

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
、

応
⽤

サ
ー

ビ
ス

を
発

展
さ

せ
、

政
府

な
ら

び
に

産
業

の
デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
促

進
に

努
め

て
い

ま
す

。
40

年
来

、
資

策
会

は
無

か
ら

有
へ

と
、

各
種

政
府

情
報

シ
ス

テ
ム

を
設

置
し

、
産

業
発

展
を

⽀
え

る
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
人

材
を

育
成

し
て

ま
い

り
ま

し
た

。
ま

た
情

報
通

信
産

業
技

術
の

研
究

開
発

及
び

産
業

政
策

の
⽴

案
、

推
進

に
も

尽
⼒

し
、

そ
の

成
果

と
貢

献
は

各
界

か
ら

高
く

評
価

さ
れ

て
い

ま
す

。

台
湾

経
済

部
は

、
台

湾
の

⾏
政

院
に

属
す

る
産

業
に

関
す

る
経

済
全

般
を

担
当

す
る

省
庁

。
日

本
の

経
済

産
業

省
に

相
当

し
ま

す
。

技
術

処
は

台
湾

経
済

部
に

お
い

て
IT

分
野

を
は

じ
め

と
し

た
様

々
な

先
進

技
術

の
創

造
や

発
展

に
寄

与
す

る
た

め
の

専
門

部
署

で
す

。

台
湾

経
済

部
に

つ
い

て



登
壇

者
︓

NU
W

A 
Ro

bo
tic

s 
に

つ
い

て

NU
W

A 
Ro

bo
tic

s 
In

c.
 は

グ
ル

ー
プ

統
括

会
社

を
ケ

イ
マ

ン
諸

島
に

置
き

、
台

湾
、

中
国

、
香

港
に

拠
点

会
社

を
持

つ
AI

を
⽤

い
た

小
型

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ロ

ボ
ッ

ト
メ

ー
カ

ー
で

、
主

要
株

主
は

、
鴻

海
精

密
工

業
や

Xi
ao

m
i（

シ
ャ

オ
ミ

）
な

ど
で

す
。

20
19

年
台

湾
で

AI
教

育
⽤

ロ
ボ

ッ
ト

Ke
bb

i A
irを

展
開

、
発

売
開

始
30

分
で

予
約

数
1,

00
0台

を
超

え
、

20
20

年
3月

ま
で

の
累

計
販

売
台

数
は

6,
00

0台
、

台
湾

国
内

約
50

0校
の

学
校

の
授

業
に

取
り

入
れ

ら
れ

る
予

定
で

す
。

⽶
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20
20

年
11

月
24

⽇
(東

京
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12
月

3⽇
(沖

縄
)・

主
催

︓
主

催
︓

台
湾

経
済

部
技

術
処

・
財

団
法

⼈
資

訊
⼯

業
策

進
会

）

登
壇

者
︓

O
SE

NS
E

VB
IP

に
つ

い
て

O
SE

NS
E

VB
IP

は
人

工
知

能
を

⽤
い

た
人

工
的

知
覚

に
フ

ォ
ー

カ
ス

し
た

高
い

専
門

性
を

持
つ

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
企

業
で

す
。

空
間

認
識

と
測

位
技

術
を

融
合

し
、

AI
の

「
全

感
知

」
の

基
盤

を
作

成
し

、
各

業
界

の
抱

え
る

問
題

を
解

決
す

る
た

め
に

業
界

パ
ー

ト
ナ

ー
と

共
に

総
合

的
な

解
決

策
を

⽣
み

出
し

ま
す

。
合

わ
せ

て
、

パ
ー

ト
ナ

ー
企

業
の

業
界

に
お

け
る

テ
ィ

ア
1ブ

ラ
ン

ド
に

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

起
こ

す
た

め
の

⻑
期

的
な

協
⼒

関
係

と
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

を
構

築
し

ま
す

。



科
学

技
術

分
野

の
ア

カ
デ

ミ
ー

賞
と

称
さ

れ
、

過
去

1年
間

に
実

⽤
化

さ
れ

た
最

も
優

れ
た

製
品

・
技

術
を

10
0件

選
出

し
て

表
彰

す
る

⽶
「

R&
D

 1
00

 A
w

ar
d」

が
発

表
さ

れ
、

経
済

部
（

日
本

の
経

済
産

業
省

に
相

当
）

技
術

処
が

実
施

す
る

「
科

技
専

案
計

画
（

科
学

技
術

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）
」

に
参

加
す

る
財

団
法

人
工

業
技

術
研

究
院

（
工

研
院

、
IT

RI
）

、
財

団
法

人
資

訊
工

業
策

進
会

（
II

I）
、

⾦
属

工
業

研
究

発
展

中
心

、
財

団
法

人
紡

織
産

業
総

合
研

究
所

の
4つ

の
政

府
系

研
究

機
関

、
5項

目
の

技
術

が
受

賞
し

た
。

「
科

技
専

案
計

画
（

科
学

技
術

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）
」

に
参

加
し

、
「

R&
D

 1
00

 A
w

ar
d」

を
受

賞
し

た
台

湾
の

技
術

は
、

工
業

技
術

研
究

院
の

「
RA

IB
A 

–
Re

co
nf

ig
ur

ab
le

 a
nd

 R
eg

ul
at

ab
le

 B
at

te
ry

 A
rr

ay
 S

ys
te

m
（

=
再

構
成

と
調

整
が

可
能

な
バ

ッ
テ

リ
ー

ア
レ

イ
シ

ス
テ

ム
）

」
と

磁
性

ビ
ー

ズ
製

造
技

術
「

iK
NO

BE
AD

S」
、

財
団

法
人

資
訊

工
業

策
進

会
の

「
D

ig
ita

l T
w

in
 S

ol
ut

io
ns

 fo
r 

Sm
ar

t 
Fa

rm
in

g（
ス

マ
ー

ト
農

業
の

た
め

の
デ

ジ
タ

ル
ツ

イ
ン

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
）

」
、

財
団

法
人

紡
織

産
業

総
合

研
究

所
の

エ
ア

ジ
ェ

ッ
ト

織
機

「
D

IF
A(

D
is

ta
nc

e 
Fa

br
ic

)」
、

⾦
属

工
業

研
究

発
展

中
心

の
無

人
搬

送
⾞

「
Bi

on
ic

 In
te

lli
ge

nt
 A

GV
 F

le
et

 S
ys

te
m

」
で

、
そ

れ
ぞ

れ
国

⽴
台

湾
大

学
医

学
院

附
設

医
院

（
=

病
院

）
、

致
茂

電
子

（
Ch

ro
m

a）
、

台
塩

緑
能

、
ア

パ
レ

ル
の

秀
平

公
司

な
ど

の
医

療
施

設
や

⺠
間

企
業

と
協

⼒
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
成

果
の

商
⽤

化
を

目
指

し
て

い
る

。

ス
イ

ス
・

ジ
ュ

ネ
ー

ブ
に

本
部

を
置

く
世

界
経

済
フ

ォ
ー

ラ
ム

（
W

EF
）

は
、

各
国

の
競

争
⼒

を
格

付
け

す
る

『
世

界
競

争
⼒

ラ
ン

キ
ン

グ
』

で
、

台
湾

を
世

界
四

大
「

su
pe

r 
in

no
va

to
rs

（
ス

ー
パ

ー
・

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

）
」

の
１

つ
に

挙
げ

た
。

台
湾

の
政

府
系

研
究

機
関

は
、

政
府

が
実

施
す

る
「

科
技

専
案

計
画

（
科

学
技

術
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

」
の

⽀
援

を
受

け
、

そ
の

技
術

⾰
新

能
⼒

で
産

業
の

持
続

可
能

な
発

展
を

推
進

し
、

台
湾

の
各

産
業

や
国

家
の

競
争

⼒
を

押
し

上
げ

て
い

る
。

20
18

年
、

こ
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

っ
て

創
出

さ
れ

た
⺠

間
企

業
に

よ
る

投
資

額
は

57
7億

台
湾

元
（

約
2,

06
0億

日
本

円
）

に
達

し
た

。
政

府
が

こ
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
投

入
し

た
経

費
１

台
湾

元
（

約
3.

5日
本

円
）

に
対

し
て

、
4.

39
台

湾
元

（
約

15
日

本
円

）
の

投
資

効
果

が
⽣

ま
れ

た
計

算
に

な
る

。
ま

た
、

現
在

ま
で

に
こ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
っ

て
⽣

ま
れ

た
特

許
や

移
転

可
能

な
技

術
は

3万
件

近
く

に
達

し
て

お
り

、
企

業
の

R＆
D

ニ
ー

ズ
を

⼗
分

に
満

た
し

て
い

る
。

こ
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

か
ら

⽣
ま

れ
た

新
た

な
技

術
は

、
12

年
間

連
続

で
「

R&
D

 1
00

 A
w

ar
d」

を
受

賞
し

て
い

る
。

過
去

12
年

間
で

同
賞

を
受

賞
し

た
技

術
は

53
項

目
。

そ
の

う
ち

9割
以

上
が

、
多

国
籍

企
業

や
台

湾
の

企
業

に
移

転
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

受
賞

し
た

新
技

術
を

も
っ

て
ス

ピ
ン

オ
フ

し
た

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
企

業
も

多
く

、
こ

う
し

た
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

が
新

技
術

の
商

⽤
化

を
実

現
し

て
い

る
。

ご
参

考
) 

台
湾

経
済

部
の

取
り

組
み

実
績

に
つ

い
て


